
目　　　次写真の説明
①権現さん：地域の方々から、目と耳の神様として信仰　  
　旧 暦８月２８日が祭り
②湯原観音堂：昔、湯が出たことからお湯の神様、子抱きの
　神様として信仰　旧暦６月１７日が祭り
③お大師さん：弘法大師（空海）を祀るお堂
④道路改修記念碑：道路改修記念碑として昭和９年５月に建立
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■歳　入 【単位：円／％】

平成２７年度　一般会計歳入歳出決算額の内容（款別）

平成27年度平成26年度
区　　分

決算額

206,489,073

27,168,510

51,126,970

48,798,751

1,532,000

71,214,040

292,147,321

49,918,984

748,395,649

34,600,000

313,000

1,134,000

1,135,000

3,086,000

398,000

1,637,133,000

704,000

32,426,000

276,337,899

215,648,117

193,600,000

2,396,515,016

3,144,910,665

村　税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財産収入

寄付金

繰入金

繰越金

諸収入

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

自動車取得税交付金

地方特別交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

地方消費税交付金

国庫支出金

県支出金

村　債

1

11

12

15

16

17

18

19

2

3

4

5

6

7

8

9

10

13

14

20

△0.25

△2.21

1.62

△56.73

△27.12

―

9.28

34.27

16.88

△4.82

△15.41

214.13

1454.79

△355.80

△15.32

52.06

△2.96

28.74

△5.74

13.11

5.93

△1.13

2.63

△0.42

3.26

△4.22

56.67

△20.78

162.01

△12.21

△61.15

9.93

4.71

△15.02

△13.93

△27.31

58.36

△16.83

3.22

4.12

82.18

12.07

△6.16

△12.38

3.27

4.86

決算額

205,616,624

28,054,414

48,967,980

76,453,428

1,213,600

186,590,172

256,462,310

19,395,619

822,754,147

36,230,000

266,000

967,000

825,000

4,887,000

331,000

1,689,880,000

733,000

59,074,000

309,684,282

202,356,444

169,630,000

2,474,863,726

3,297,617,873

自　主　財　源　計

依　存　財　源　計

歳　 入　 合　 計

自
主
財
源

依
存
財
源

対前年度
増減率

対前年度
増減率

・自主財源とは
　　　　　　…村の財源のうち、中央政府（国）等に依存しない自主的に調達できるもの。
・依存財源とは
　　　　　　…村が中央政府（国）等や県に依存するかたちで調達する財源のこと。

　平成28年第５回９月議会定例会は、9月7日から16日までの10日間の会期で開かれました。
今回の定例会では、平成27年度一般会計・特別会計の決算認定をはじめ、平成28年度一般会
計・特別会計補正予算（9月補正）、国営川辺川土地改良事業建設事業費の負担区分の変更につ
いてなど15議案、人事案件として、山江村固定資産評価審査委員会委員の選任、山江村教育委
員会委員の任命の同意など2議案が提案され、全て原案通り可決しました。
　また、熊本地震の復興・復旧に関する意見書３件、青少年健全育成基本法制定に関する意見書
が提案され、それぞれ採択しました。
　15日には、一般質問で７名の議員が当面する行政課題等をただしました。

特別会計決算を認定！
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■歳　出

平成27年度平成26年度
区　　分

構成比

2.06

18.56

22.31

12.60

11.58

3.49

6.22

3.41

5.76

0.21

13.27

0.00

100.0

決算額

59,540,824

535,981,743

644,501,662

363,987,491

334,325,180

100,889,165

179,586,495

98,517,369

181,766,010

5,985,356

383,367,060

0

2,888,448,355

5.5

11.2

4.8

9.0

4.5

336.4

△26.1

△22.3

13.8

△80.3

0.4

0.0

4.2

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 　 　 　 計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

決算額

64,225,956

741,203,581

647,847,090

380,365,667

277,773,165

36,506,718

220,880,273

107,874,590

195,212,391

9,178,503

353,001,870

0

3,034,069,804

構成比

2.1

24.4

21.4

12.5

9.2

1.2

7.3

3.6

6.4

0.3

11.6

0.00

100.0

7.87

38.29

0.52

4.50

△16.92

△63.82

22.99

9.50

7.40

53.35

△7.92

0.0

5.04

対前年度
増減率

対前年度
増減率

【単位：円／％】■会計別歳入歳出決算額
決　算　額

会　計　名 予算現額

3,371,959,000

573,265,000

171,895,000

147,144,000

431,220,000

32,045,000

67,299,000

4,794,827,000

歳入総額

3,297,617,873

578,854,033

172,060,307

148,209,402

432,033,082

32,051,982

67,956,796

4,728,783,475

歳出総額

3,034,069,804

568,712,067

164,602,273

140,201,531

392,482,196

30,756,669

59,037,014

4,389,861,554

一 般 会 計

国民健康保険

簡 易 水 道

農業集落排水

介 護 保 険

後期高齢者医療

ケーブルテレビ

合 計

執　行　率歳入歳出
差 引 額

263,548,069

10,141,966

7,458,034

8,007,871

39,550,889

1,295,313

8,919,782

338,921,921

歳　　入

97.8%

101.0%

100.1%

100.7%

100.2%

100.0%

101.0%

98.6%

歳　　出

90.0%

99.2%

95.8%

95.3%

91.0%

96.0%

87.7%

91.6%

【単位：円／％】

平成２７年度一般会計 ・

　

平
成
27
年
度
決
算
は
、
一
般
会

計
に
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
決

算
額
に
お
い
て
は
、歳
入
4
，7
2
8
，

7
8
3
千
円
、
歳
出
4
，3
8
9
，

8
6
1
千
円
で
、
形
式
収
支
は
3
3
8
，

9
2
2
千
円
の
黒
字
、実
質
収
支
は

3
2
9
，1
2
3
千
円
の
黒
字
で
あ
り
、
実

質
単
年
度
収
支
は
7
7
，3
8
4
千
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
高
齢
化
が

進
み
、
医
療
技
術
の
高
度
化
や
老
人
医

療
受
給
者
の
増
加
等
に
よ
り
、
医
療
費

等
に
係
る
歳
出
が
益
々
増
加
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

一
般
会
計
の
財
政
状
況
は
、
実
質
収

支
比
率
1
3
・
4
％
で
前
年
度
よ
り

１
・
４
％
上
昇
、
経
常
収
支
比
率

8
8
・
0
％
で
１
・
８
％
降
下
、
財

政
力
指
数
は
０
・
１
３
０
で
前
年
度
と

同
様
、
実
質
公
債
費
比
率
は
９
・
６
％

で
１
・
７
％
上
昇
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か

で
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に

経
常
的
経
費
を
節
約
し
、
積
極
的
に
諸

事
業
の
推
進
を
図
り
、
一
層
の
計
画
性

と
効
率
性
を
求
め
、
健
全
で
持
続
可
能

な
行
財
政
基
盤
の
構
築
に
取
り
組
み
、

村
民
の
福
祉
の
増
進
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
山
江
村
づ
く
り
に
よ
り
一
層
努
め

る
こ
と
を
望
む
。

（
代
表
監
査
委
員　

木
下
久
人
）

監
査
委
員
の
審
査
意
見
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■歳　入 【単位：千円】
平成28年度　一般会計補正予算（第2号）

説　　　明区　　分 補正前額 補正額 計

198,543

300

1,548,000

27,072

357,532

193,167

9,538

148,000

82,960

13,702

3,389,864

2,300

275

26,082

373

44,567

4,662

66

15,079

170,789

920

265,113

個人村民税額の増

地方特例交付金の増

普通交付税の増

農業費分担金過年度分他の増

社会資本整備総合交付金他の増

障がい児福祉サービス費他の増

土地建物貸付収入過年度分の増

土地開発基金他の増

繰越金

コミュニティー助成事業助成金他の増

200,843

575

1,574,082

 27,445

402,099

197,829

9,604

163,079

253,749

14,622

3,654,977

村 税

地 方 特 例 交 付 税

地 方 交 付 税

分 担 金 及 び 負 担 金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

歳 入 合 計

■歳　出
平成28年度　特別会計補正予算

581,375

175,107

147,000

444,000

32,000

44,000

9,011

2,307

2,243

39,242

1,140

1,256

590,386

177,414

149,243

483,242

33,140

45,256

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9,011

2,307

2,243

39,242

1,140

1,256

国 民 健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

補正予算額の財源内訳

特  定  財  源合　計会  計   名 補正額補正
前額

国県支出金 地方債 その他
一般
財源

【単位：千円】

（国民健康保険、簡易水道、農業集落排水、介護保険）事業は補正第２号
（後期高齢者医療、ケーブルテレビ）事業は補正第１号

♦
総
務
費
（
６
３
，
２
８
０
千
円
）

　
　

財
政
調
整
基
金
積
立
金　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
千
円

　
　

土
地
購
入
費
（
堂
園
地
区
）　  　
　

９
，
６
１
４
千
円

♦
民
生
費
（
７
，
４
８
１
千
円
）

　
　

障
が
い
児
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費　
　
　

７
，
０
４
４
千
円

♦
衛
生
費
（
６
７
７
千
円
）

　
　

予
防
接
種
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
７
７
千
円

♦
農
林
水
産
業
費
（
５
，
４
５
１
千
円
）

　
　

青
年
就
農
給
付
費　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
千
円

　
　

改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
費　
　
　

１
，
６
０
０
千
円

　
　

川
辺
川
利
水
事
業
現
地
調
査
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
７
０
０
千
円

♦
商
工
費
（
１
，
４
７
０
千
円
）

　
　

屋
形
多
目
的
集
会
施
設
管
理
委
託
料　
　

２
７
０
千
円

　
　

丸
岡
公
園
整
備
工
事
費　
　
　
　
　
　
　

８
５
０
千
円

♦
土
木
費
（
４
０
，
３
５
０
千
円
）

　
　

支
障
木
伐
採
委
託
料　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
千
円

　
　

村
道
新
設
改
良
工
事
費
（
下
ノ
段
橋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
千
円

　
　

村
営
住
宅
造
成
工
事
費
（
西
川
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
，
０
０
０
千
円

♦
消
防
費
（
１
，
１
３
３
千
円
）

　
　

消
防
施
設
需
用
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
３
千
円

♦
教
育
費
（
４
０
９
千
円
）

　
　

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
備
品
購
入
費　
　
　
　
　
　

４
０
０
千
円

♦
災
害
復
旧
費
（
２
，
４
０
０
千
円
）

　
　

林
道
災
害
復
旧
工
事
費
（
葛
線
）　  
１
，
６
０
０
千
円

♦
予
備
費
（
１
４
２
，
４
６
２
千
円
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

歳
出
合
計（
２
６
５
，１
１
３
千
円
）



山江村議会だより 平成28年10月31日発行⑤

　山江村固定資産評価審査委員会
　委員の選任
　■住所：山江村大字万江柳野
　■氏名：橋本　誉 氏
　■任期：平成28年10月1日
　　　　　　　　　～平成31年9月30日

　山江村教育委員会委員の任命
　■住所：山江村大字万江神園
　■氏名：廣田　昭信 氏
　■任期：平成28年10月1日
　　　　　　　　　～平成32年9月30日
　

　平成27年度一般会計・
　特別会計決算の認定
　・一般会計決算
　・国民健康保険事業決算
　・簡易水道事業決算
　・農業集落排水事業決算
　・介護保険事業決算
　・後期高齢者医療事業決算
　・ケーブルテレビ事業決算

　国会等へ提出する意見書
（議員発議）
　・平成28年度熊本地震からの復旧・復興に係る
　　特別な財政措置を求める意見書
　・被災者生活再建支援法の改正を求める意見書
　・行政庁舎等再建についての国庫補助制度の創設
　　を求める意見書
　・青少年健全育成基本法の制定を求める意見書

　国営川辺川土地改良事業
　建設事業費の負担区分の変更
　■農業用排水事業
　　変更前：農業用排水事業費のうち地元負担金に
　　　　　　相当する額
　　変更後：負担無し（国、県で負担）

　■農地造成事業
　　変更前：農地造成に係る建設事業費のうち
　　　①基幹水利施設の建設事業費及び共通経費の
　　　　地元負担金に相当する額
　　　②その他の経費に係る地元負担金の5％に　
　　　　相当する額
　　変更後：
　　　①ー１基幹水利施設の建設事業費及び共通経
　　　　　　費の地元負担金の7.5％に相当する額
　　　①ー２用水施設及び公共性の高い施設　　　
　　　　　（道路、排水路等）の建設事業費の地元
　　　　　　負担金の7.5％に相当する額
　　　②その他の経費に係る地元負担金の5％に　
　　　　相当する額

　■区画整理事業
　　変更前：建設事業費の地元負担金のうち23.9％
　　　　　　に相当する額
　　変更後：建設事業費の22.1％に相当する額

こんなことが決まりました

人事案件・決算認定など

　固定資産評価審査委員会は、固定資産
課税台帳に登録された事項に関する不服
の審査及び決定その他の事務を行う。固
定資産課税台帳は、土地課税台帳、土地
補充課税台帳、家屋課税台帳、家屋補充
課税台帳及び償却資産課税台帳の５つの
台帳の総称である。委員は３人。

　教育委員会は、学校その他の教育機関
を管理し、学校の組織編制、教育課程、
教科書その他の教材の取扱及び教育職員
の身分取扱に関する事務を行い、並びに
社会教育その他教育、学術及び文化に関
する事務を管理し及びこれを執行する。
委員は４人。

職務内容……

職務内容……



　
　
　

総
合
公
園
と
は
村
民
が
休
息
、
鑑

賞
、
散
歩
、
遊
戯
、
運
動
な
ど
施
設
を
含

め
て
総
合
的
な
利
用
に
供
す
る
大
規
模
な

公
園
を
意
味
す
る
。
改
め
て
本
村
に
総
合

公
園
の
必
要
性
と
意
義
に
つ
い
て
村
長
の

見
解
を
伺
う
。

　
　
　

総
合
振
興
計
画
策
定
や
地
方
創
生

総
合
戦
略
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
村
政
懇
談
会

な
ど
で
公
園
整
備
の
要
望
が
あ
り
、
環
境

整
備
と
し
て
の
公
園
の
必
要
性
、
意
義
は

大
き
く
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

私
が
公
園
の
必
要
性
と
意
義
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
の
は
、
こ
の
こ
と
が
村

民
の
議
論
の
原
点
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

子
育
て
世
代
対
策
も
重
要
で
あ
る
が
、
村

民
の
切
実
な
要
望
を
優
先
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
既
存
の
丸
岡
公
園
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
総
合
公
園
と
し
て
活
用
す

る
考
え
は
無
い
か
。

　
　
　

総
合
計
画
等
々
の
意
見
を
基
に
、

現
在
は
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
に
丸

投
げ
し
て
い
る
。
ま
た
１
０
０
人
委
員
会

も
含
め
村
民
の
方
々
に
絵
を
描
い
て
も
ら

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

丸
岡
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
活
用
の
考
え

も
出
て
く
る
と
思
う
。

　
　
　

今
の
社
会
時
世
で
、
建
設
事
業

費
、
維
持
管
理
費
等
を
考
え
た
時
、
人
吉

球
磨
に
一
つ
あ
る
大
き
な
総
合
公
園
と
し

て
、
隣
接
の
市
町
村
に
も
何
ら
か
の
形
態

で
参
加
し
て
も
ら
う
広
域
事
業
体
制
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
単
独
で
建
設

し
た
場
合
、
10
年
、
20
年
後
の
財
政
の
見

通
し
、
財
政
計
画
は
大
丈
夫
か
。

　
　
　

何
も
し
な
い
で
社
会
保
障
費
だ
け

が
増
え
る
中
で
、
そ
の
対
策
だ
け
を
し
て

い
て
は
村
の
活
性
化
は
な
し
得
な
い
。
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
と
し
て
、
暮
ら
し
そ

の
も
の
を
一
つ
ず
つ
充
足
し
て
い
く
そ
の

一
つ
が
総
合
公
園
の
建
設
で
あ
る
。
財
政

的
に
は
何
か
あ
っ
た
ら
基
金
を
切
り
崩
し

な
が
ら
、
ま
た
余
っ
た
な
ら
貯
金
を
し
て

い
く
よ
う
な
財
政
運
営
を
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

村
長
の
政
治
姿
勢
で
あ
る
が
、
学

校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
推
進
と
提

供
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
委
託

は
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
に
、
い
く
ら
で

ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
た
の
か
。

　
　
　

平
成
28
年
6
月
14
日
、
教
育
長
・

総
務
課
長
他
三
課
長
の
選
考
委
員
会
で
決

め
た
。
委
託
先
は
㈱
山
江
元
気
村
で
委
託

料
は
毎
月
10
万
円
で
あ
る
。

山江村議会だより平成28年10月31日発行 ⑥

村政を問う！ 7人が登壇！！
（一般質問）

○総合公園建設について
○村長の政治姿勢について
○㈱やまえについて

○㈱やまえについて
○買い物弱者対策について
○林業振興について

○ICT施策について
○地域づくり研究所と山江未来塾について

〇ICT活用の地域づくりについて
○山江村の例規集全般について

〇山江村建築物耐震改修促進計画について
○国営川辺川総合土地改良事業計画変更案について

○総合公園について
○公共工事について
○万江川流域における農業用水について
〇自治体主導の新電力について
○総合公園建設計画策定事業について
○学校の遊具について

１

２

３

４

５

６

７

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

横 谷 　 巡

谷 口 予 志 之

松 本 佳 久

中 竹 耕 一 郎

赤 坂 　 修

立 道 　 徹

西 　 孝 恒

6～7ページ

7～8ページ

8ページ

9ページ

9～10ページ

10ページ

11ページ

一般質問

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

総
合
公
園
の
必
要
性
と
意
義
は

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を

　

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

横谷　巡 議員



　
　
　

応
募
者
が
一
社
だ
け
で
決
定
と
い

う
こ
と
は
配
慮
と
努
力
が
足
り
な
い
。
農

産
物
出
荷
協
議
会
の
拠
り
所
で
あ
る
㈱
や

ま
え
物
産
館
は
何
故
応
募
し
な
か
っ
た
の

か
。

　
　
　

物
産
館
は
儲
か
る
部
門
の
栗
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
で
利
益
を
上
げ
て
行
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
学
校
給
食
に
納
め
る
場

合
に
お
い
て
、
余
っ
た
商
品
を
新
し
い
流

通
に
乗
せ
る
能
力
が
物
産
館
に
は
無
い
。

ス
ー
パ
ー
、
市
場
の
流
通
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

も
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
応
募
し
な
か
っ

た
。

　
　
　

㈱
山
江
元
気
村
で
、
村
長
が
役
員

を
さ
れ
て
い
た
事
実
は
村
民
が
知
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
こ
へ
補
助
金
と
業
務
委
託

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
山
江
村
倫
理
条

例
、
地
方
自
治
法
第
百
四
十
二
条
か
ら
も

実
質
的
な
影
響
力
や
密
接
度
、
村
か
ら
の

業
務
委
託
執
行
の
公
正
を
害
す
る
か
否
か

の
判
断
に
よ
り
、
倫
理
上
の
問
題
が
な
い

と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
解

釈
さ
れ
る
。
白
紙
に
戻
す
考
え
は
な
い

か
。

　
　
　

５
年
前
、
請
わ
れ
て
報
酬
を
も
ら

い
な
が
ら
仕
事
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
、
そ
の
こ
と
が
お
か
し
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
私
に
は
良
く
理
解
が

出
来
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

㈱
や
ま
え
の
重
要
な
立
場
に
あ
る

幹
部
社
員
が
、
社
用
車
を
無
断
で
家
族
旅

行
に
使
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
か
。

　
　
　

私
に
は
村
民
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。

本
人
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
事
実
で
あ
っ

た
と
認
め
た
。
先
の
取
締
役
会
で
中
身
に

つ
い
て
審
議
し
た
。

　
　
　

い
ま
の
厳
し
い
経
営
状
況
下
で
の

出
来
事
は
、
社
長
の
任
命
責
任
、
監
督
不

行
届
き
が
あ
る
。
こ
の
幹
部
社
員
に
は
ど

の
よ
う
な
厳
重
指
導
を
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

支
配
人
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
一

昨
年
の
12
月
に
公
募
し
決
定
し
た
。
今
回

の
件
に
つ
い
て
は
相
談
も
な
く
、
知
る
由

も
な
か
っ
た
。
支
配
人
か
ら
社
員
を
指
導

す
る
職
責
か
ら
進
退
願
い
が
出
さ
れ
、
そ

の
書
類
に
基
づ
き
９
月
３
日
に
取
締
役
会

で
処
分
を
決
定
し
た
。

　
　
　

私
た
ち
は
村
民
が
持
つ
お
か
し
い

と
い
う
疑
問
に
対
し
真
摯
に
応
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
襟
を
正
し
資
質
を
高

め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
管
理
・
監
督
の
徹
底
）

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
の
意

識
）
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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一般質問

　
　
　

本
年
度
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
上

半
期
の
損
益
の
状
況
は
。

　
　
　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
累
計
は
約

２
８
２
万
円
赤
字
。
８
月
の
見
込
み
は
、

２
０
０
万
円
の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

八
代
港
に
帰
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
船

の
お
客
を
受
け
入
れ
る
考
え
は
。

　
　
　

温
泉
入
浴
と
か
昼
食
等
で
受
け
入

れ
を
検
討
し
て
い
る
。
大
人
数
な
の
で
、

単
独
の
施
設
で
は
到
底
対
応
出
来
な
い
。

人
吉
球
磨
地
域
全
体
で
や
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
地
方
創
生
の
交
付
金
を
受
け
広

域
連
携
事
業
で
、
今
後
も
受
け
入
れ
る
方

向
で
考
え
て
い
る
。

　
　
　

定
款
を
は
じ
め
規
定
や
規
則
の
整

備
と
周
知
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

定
款
、
株
式
取
扱
規
定
、
組
織
規

定
、
就
業
規
則
、
業
務
分
担
規
定
、
決
済

規
定
、
給
与
規
定
、
従
業
員
懲
戒
等
審
議

会
規
定
が
あ
り
、
周
知
は
、
事
務
所
に
備

え
付
け
て
い
る
が
、
今
後
、
研
修
会
等
を

考
え
て
い
る
。

　
　
　

車
両
に
関
す
る
規
定
の
整
備
は
。

　
　
　

車
両
の
管
理
規
定
等
は
定
め
て
な

い
。

　
　
　

車
両
の
使
用
は
会
社
に
対
し
リ
ス

ク
が
伴
う
。
厳
格
化
し
た
車
両
規
定
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。
定
款
や
整
備
さ
れ

て
い
る
規
定
等
を
再
認
識
す
る
事
で
、
職

員
や
従
業
員
の
意
識
改
革
に
つ
な
げ
、
経

営
の
安
定
を
願
う
。

　
　
　

山
江
村
の
高
齢
化
率
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

山
江
村
全
体
の
高
齢
化
率
は

31
．7
％
で
、
約
３
人
に
１
人
が
高
齢
者

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

村
と
し
て
買
い
物
弱
者
の
支
援
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　

買
い
物
弱
者
支
援
は
、
直
接
的
な

も
の
は
な
い
が
、
週
３
回
程
度
の
食
事
を

届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
が
買

い
物
を
代
行
す
る
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ

ス
等
を
行
っ
て
い
る
。
山
江
村
地
方
創
生

情
報
化
戦
略
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に

買
い
物
弱
者
に
対
応
し
た
注
文
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
再
度
、

状
況
、
課
題
等
を
把
握
し
た
上
で
、
買
い

物
弱
者
支
援
対
策
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

ホームヘルパー（買物支援など）

㈱
や
ま
え
の
社
用
車
無
断
使
用
は

㈱
や
ま
え
の
経
営
は

買
い
物
弱
者
支
援
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

提
案

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

提
案

谷口　予志之 議員
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買
い
物
弱
者
支
援
対
策
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
は
。

　
　
　

高
齢
化
が
今
後
と
も
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
く
、
そ
の
対
策
を
し
な
い
と
い
け

な
い
。
買
い
物
支
援
の
み
な
ら
ず
、山
間
地

域
の
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

地
区
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

種
類
が
違
う
。
買
い
物
弱
者
問
題
は
、
高

齢
者
の
食
育
、
健
康
問
題
と
も
関
係
す

る
。
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
そ
の
対
応
策

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

公
有
林
の
昨
年
度
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
。

　
　
　

公
有
林
の
整
備
状
況
は
年
次
計
画

で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

林
業
補
助
金
の
現
状
と
独
自
に
林

業
関
係
に
対
す
る
支
援
、
補
助
の
内
容

は
。

　
　
　

林
業
補
助
金
は
、
国
・
県
で
約
68
％

の
補
助
率
が
あ
る
。
独
自
の
支
援
策
は
防

護
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
対
す
る
補
助
。
住
宅

ま
た
は
建
築
物
の
新
築
、
増
築
及
び
改
築

に
、
地
域
材
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
そ
の

使
用
率
に
応
じ
た
補
助
金
を
、
林
業
後
継

者
の
支
援
策
と
し
て
、
林
業
機
械
の
購
入

に
対
し
て
の
補
助
を
、
作
業
道
の
整
備
に

は
受
益
者
の
負
担
が
10
％
に
抑
え
ら
れ
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

昨
年
の
一
般
質
問
で
の
進
捗
状
況

は
。

　
　
　

農
業
、
林
業
も
本
村
の
基
幹
産
業

で
あ
り
自
給
率
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
身
近
な
足
元
対
策
と
し
て
市
町
村
で

で
き
る
こ
と
は
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
は
行
政
、
森
林
組
合
、

林
家
の
方
が
一
体
と
な
っ
て
話
し
合
い
、

今
後
の
林
業
経
営
に
必
要
な
支
援
策
を
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

森
林
は
地
球
環
境
の
保
全
と
か
水

源
涵
養
機
能
、
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
多

面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
。
早
急
に
林

家
離
れ
を
さ
せ
な
い
対
策
を
望
む
。

　
　
　

村
役
場
な
ど
に
誰
で
も
利
用
で
き

る
公
的
な
無
線
L
A
N
を
整
備
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　

村
有
施
設
の
設
置
目
的
と

W
i
―
F
i
の
使
用
目
的
等
を
勘
案
し
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
ア
ク
セ
ス
制
限
等
も
考

慮
し
て
環
境
整
備
を
進
め
る
。

　
　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
利
用
時
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

山江村図書室（えほんの森）

「
I
C
T
相
談
員
」
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

I
C
T
推
進
委
員
を
お
願
い
し
て

村
民
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
検
討
中
。

I
C
T
に
詳
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も

募
集
中
で
、
I
C
T
支
援
員
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　　
　
　

条
例
や
規
則
な
ど
例
規
集
の
全
般

的
な
見
直
し
、
点
検
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
　

条
例
の
制
定
や
改
正
は
そ
の
都
度

行
い
、
改
正
後
の
新
条
例
は
次
の
議
会
定

例
会
に
提
案
し
て
い
る
。
平
成
14
年
に
例

規
集
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
役
場

職
員
は
そ
の
時
点
か
ら
、
平
成
23
年
か
ら

は
誰
も
が
ネ
ッ
ト
上
で
例
規
集
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

図
書
館
設
置
条
例
を
制
定
し
て
皆

が
読
書
に
親
し
む
山
江
村
を
目
指
す
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　

図
書
館
は
村
民
の
生
涯
学
習
の
拠

点
施
設
。
学
習
す
る
場
と
し
て
の
活
用
や

調
べ
物
を
す
る
総
合
的
な
図
書
館
の
設
置

が
必
要
で
あ
る
。
地
域
づ
く
り
研
究
所
と

も
連
携
し
な
が
ら
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　
　
　

山
江
村
体
育
館
に
手
洗
い
専
用
の

洗
面
所
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

平
成
29
年
度
に
は
県
民
体
育
祭
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
会
場
と
し
て
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
体
育
室
、
床
や
ラ
イ
ン
の
補
修
、

照
明
の
L
E
D
化
、
ト
イ
レ
の
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
化
、
男
女
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

山
江
村
有
機
農
業
推
進
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

生
産
基
準
を
つ
く
り
山
江
村
認
定

シ
ー
ル
で
流
通
さ
せ
た
い
。
地
産
池
消
の

学
校
給
食
を
目
指
し
て
い
る
の
で
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
の
推
進
制
度
や
条
例
を
整

備
し
て
い
く
。

　
　
　

憲
法
に
も
書
い
て
あ
る
と
お
り
公

務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
で
す
。
議
員
の
報

酬
、
職
員
の
給
与
は
村
民
各
位
の
日
々
の

働
き
の
中
か
ら
頂
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
働
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

一般質問

I
C
T
活
用
の

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

山
江
村
の
例
規
集
全
般
の

見
直
し
は

林
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

答
弁

提
案

提
案

提
案

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

松本　佳久 議員
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一般質問
　
　
　

I
C
T
教
育
の
経
緯
、
子
供
た
ち

の
反
応
、
先
生
方
及
び
保
護
者
の
反
応
、

合
わ
せ
て
全
国
、
熊
本
県
内
の
状
況
は
。

　
　
　

平
成
23
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
か

ら
研
究
指
定
を
受
け
て
効
果
的
な
I
C
T

活
用
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
、
平
成
24
年

度
か
ら
導
入
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

年
次
計
画
を
作
成
し
た
。
様
々
な
機
器
を

導
入
し
、
I
C
T
環
境
整
備
に
つ
い
て
は

全
国
７
位
、
県
下
で
は
２
位
で
あ
る
。
反

応
は
好
調
で
あ
る
。

　
　
　

具
体
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
。

　
　
　

I
C
T
を
活
用
し
動
画
で
説
明
す

る
こ
と
で
分
か
り
や
す
く
な
る
。
デ
ジ
タ

ル
教
材
を
駆
使
す
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま

り
課
題
を
明
確
に
把
握
で
き
る
。

　
　
　

児
童
生
徒
の
携
帯
電
話
の
保
有
数

は
。

　
　
　

学
内
で
は
基
本
的
に
禁
止
で
あ

る
。
保
護
者
と
の
連
絡
用
で
キ
ッ
ズ
携
帯

を
持
っ
て
お
り
保
有
率
は
小
学
校
23
％
、

中
学
校
16
％
で
あ
る
。

　
　
　

I
C
T
教
育
に
も
既
に
５
年
経
つ

が
、
そ
の
効
果
は
。
逆
に
課
題
は
。

　
　
　

学
力
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。

表
現
力
が
一
段
と
向
上
し
て
い
る
。
課
題

と
し
て
は
小
学
校
、
中
学
の
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
成
が
必
要
。
情
報
モ
ラ
ル
教
育
も

重
要
で
あ
る
。

　
　
　

I
C
T
教
育
に
つ
ぎ
込
ん
だ
経
費

は
。

　
　
　

予
算
ベ
ー
ス
で
約
１
億
１
千
万
円

程
度
で
あ
る
。

　
　
　

補
助
と
起
債
で
対
応
出
来
る
の

か
。
今
後
国
費
な
ど
の
支
援
は
。

　
　
　

文
部
科
学
省
も
積
極
的
に
予
算
化

し
て
お
り
、
過
疎
債
充
当
で
き
る
が
、
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
な

お
、
全
国
首
長
協
議
会
で
も
中
央
に
要
望

し
て
い
く
。
投
資
的
経
費
で
あ
り
人
材
育

成
の
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

次
に
、
普
段
の
生
活
で
便
利
さ
を

享
受
で
き
る
I
C
T
活
用
に
つ
い
て
尋
ね

る
。
例
え
ば
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
用

に
よ
り
、
健
康
医
療
、
介
護
情
報
の
利

用
、
防
災
減
災
上
必
要
な
消
防
団
へ
の
情

報
配
信
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
等
に
活

用
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
て
活
用

し
た
い
。
尚
、
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
避
難
準
備
情
報
を
一
斉
メ
ー

ル
で
配
信
し
て
い
る
。
将
来
は
避
難
経
路

を
配
信
す
る
こ
と
で
安
全
誘
導
に
資
し
た

い
。

　
　
　

農
業
面
で
の
I
C
T
活
用
に
つ
い

て
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

土
地
利
用
計
画
、
栗
等
の
生
産
過

程
で
の
情
報
共
有
、
市
況
、
気
象
情
報
等

活
用
が
広
が
る
。
人
が
便
利
に
暮
ら
す
よ

う
課
題
を
整
理
し
て
取
り
組
む
。

　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
と
山
江
未
来

塾
の
事
業
の
進
み
具
合
は
。

　
　
　

交
付
金
を
活
用
し
て
情
報
化
戦

略
、
各
部
会
設
立
で
実
践
的
に
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

事
業
の
目
標
、
事
業
達
成
の
具
体

的
時
期
に
つ
い
て
。

　
　
　

地
方
創
生
が
目
指
す
２
〜
３
年
を

目
途
に
し
て
い
る
。

　
　
　

素
晴
ら
し
い
組
織
を
基
盤
に
し
て

『
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
え
る
村
』
を
目

指
し
て
奮
闘
を
望
む
。

　
　
　

平
成
25
年
度
の
山
江
村
の
戸
建
て

住
宅
の
耐
震
化
率
は
40
％
だ
が
、
平
成
27

年
度
末
の
耐
震
化
率
は
。

　
　
　

平
成
27
年
度
末
で
は
40
．3
％
で

あ
る
。

　
　
　

山
江
村
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計

画
は
今
後
継
続
し
て
推
進
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　

平
成
29
年
度
よ
り
新
た
に
計
画
を

立
て
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
消
防
団
に
よ
る
戸
別
訪
問
等
に
よ

る
啓
発
活
動
の
考
え
は
。

　
　
　

防
火
啓
発
活
動
と
併
せ
て
推
進
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

指
定
緊
急
避
難
場
所
と
な
っ
て
い

る
18
カ
所
の
公
民
館
等
の
内
６
カ
所
の
公

民
館
が
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
公

民
館
と
な
っ
て
い
る
が
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　

地
域
の
避
難
場
所
と
し
て
、
今

後
、
耐
震
基
準
を
満
た
す
改
築
改
修
を
地

域
に
お
願
い
し
て
い
く
。

　
　
　

耐
震
性
の
な
い
住
宅
に
つ
い
て
国

の
耐
震
対
策
緊
急
促
進
事
業
と
併
せ
て
耐

震
診
断
、
耐
震
改
修
に
対
す
る
補
助
制
度

の
制
定
と
公
民
館
改
修
に
対
す
る
補
助
率

の
引
き
上
げ
の
考
え
は
。

　
　
　

戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
、
改
修

に
つ
い
て
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。
公
民
館
改

修
に
対
す
る
補
助
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
エ
ア
コ
ン
設
置

等
考
え
ら
れ
る
の
で
本
村
に
適
合
し
た
補

助
金
交
付
要
綱
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

計
画
変
更
案
の
概
要
は
。

　
　
　

農
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
の
地
元

国
営
川
辺
川
総
合
土
地
改
良

事
業
計
画
変
更
案
に
つ
い
て

I
C
T
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
は
？

山
江
村
建
築
物
耐
震
改
修

促
進
計
画
に
つ
い
て

提
案

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

中竹　耕一郎 議員
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一般質問

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
委
員

会
の
動
き
に
つ
い
て

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
取
り
ま
と

め
て
い
る
状
況
で
、
結
果
は
、
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
に
て
そ
の
公
表
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
委
員
会
活
動
も
村
民
の
多
く
の

議
論
の
中
で
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
も
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
と
い
う
形
で
村
民
の
方
々
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
進
め
て
い
く
。

　
　
　

村
民
、
委
員
会
に
丸
投
げ
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
行
政
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
な
い
の
か
。

　
　
　

行
政
も
か
か
わ
り
な
が
ら
、
進
め

て
い
く
。

　
　
　

本
年
度
の
梅
雨
に
発
生
し
た
災
害

に
つ
い
て
、
村
道
柚
木
川
内
向
鶴
線
の
法

面
の
復
旧
工
事
、
現
在
ど
の
よ
う
な
進
捗

状
況
か
。

　
　
　

県
の
林
務
課
と
現
地
調
査
を
実
施

し
、
う
回
路
も
あ
り
緊
急
性
も
な
い
と
の

こ
と
で
早
急
の
復
旧
工
事
は
見
送
ら
れ
た

状
況
で
あ
る
。
来
年
度
工
事
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
重
ね
て
要
望
し
て
い
く
。
村
道

大
平
戸
屋
線
で
も
路
肩
崩
壊
が
あ
り
、
県

へ
災
害
復
旧
事
業
の
申
請
を
し
て
い
る
。

　
　
　

村
道
神
園
平
山
線
の
拡
幅
工
事
に

つ
い
て
、
着
工
で
き
な
い
経
緯
に
つ
い

て
。

　
　
　

平
成
24
年
度
に
調
査
測
量
を
進
め

な
が
ら
、
地
元
・
県
・
地
権
者
等
と
の
説

明
会
・
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
一

部
相
続
登
記
等
の
問
題
が
あ
り
、
進
ん
で

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

用
地
買
収
が
で
き
て
い
る
区
間
で

も
改
良
工
事
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

全
路
線
の
同
意
が
あ
っ
て
、
全
路

線
の
開
通
が
望
ま
し
い
。
地
元
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

村
道
の
除
草
作
業
に
つ
い
て
、
今

年
は
、
お
盆
に
も
草
が
伸
び
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
委
託
業
者
、
除
草
時
期
、

何
回
の
除
草
な
の
か
。

　
　
　

50
路
線
を
２
工
区
に
分
け
て
、
32

路
線
を
く
ま
中
央
森
林
組
合
、
18
路
線
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
て
い

る
。
作
業
時
期
は
、
４
月
中
旬
〜
９
月
下

旬
ま
で
。
２
回
の
除
草
作
業
を
委
託
し
て

い
る
。

　
　
　

委
託
金
額
を
上
げ
て
、
年
３
回
の

除
草
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

通
学
路
や
交
通
量
の
多
い
路
線
で

は
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

丸
岡
公
園
の
委
託
業
務
に
つ
い

て
、
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
の
発
注

で
そ
の
各
工
種
、
委
託
金
額
は
。

　
　
　

下
刈
り
作
業
、
除
草
作
業
、
低
木

の
剪
定
作
業
の
３
種
の
項
目
に
分
け
て
算

出
し
て
い
る
。

　
　
　

各
作
業
終
了
後
の
完
了
検
査
は
。

　
　
　

毎
月
、
報
告
書
（
作
業
前
、
作
業

中
、
完
了
の
写
真
添
付
）
を
提
出
し
、
確

認
し
て
い
る
。

　
　
　

２
級
造
園
の
免
許
を
持
っ
て
い
る

家
族
の
方
も
作
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

５
月
の
作
業
の
時
は
、
写
真
で
確

認
し
て
い
る
。
免
許
は
、
持
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　

集
落
営
農
、
法
人
化
に
向
け
て
、

城
内
地
区
、
下
の
段
地
区
の
用
水
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
　

今
後
、
受
益
者
、
地
権
者
の
方
と

協
議
し
、
対
策
を
考
え
て
い
く
。

農
家
負
担
に
つ
い
て
は
反
当
た
り
年
６
０

０
０
円
、
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
反

当
た
り
年
５
０
０
０
円
と
な
る
。

　
　
　

負
担
金
の
償
還
は
何
年
度
か
ら
か
。

　
　
　

現
時
点
で
は
平
成
34
年
度
か
ら
と
な

る
。

　
　
　

電
気
料
及
び
機
場
管
理
費
の
負
担
額
は
。

　
　
　

維
持
管
理
費
の
10
ア
ー
ル
当
た
り

の
助
成
額
は
2
0
0
0
円
ま
で
は
農
家
負

担
で
、
2
0
0
0
円
を
超
え
6
0
0
0
円

ま
で
を
助
成
し
、
６
０
０
０
円
を
超
え
た

部
分
に
つ
い
て
は
農
家
負
担
と
な
る
。

　
　
　

土
地
改
良
区
運
営
費
の
額
の
算
定
は
。

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
試
算
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

当
初
計
画
か
ら
33
年
経
過
し
た
現

在
、
農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
在
、
自

由
化
に
伴
う
農
産
物
価
格
低
迷
等
厳
し
い

現
状
の
中
受
益
農
家
の
三
分
の
二
以
上
の

同
意
取
得
に
対
す
る
村
長
の
考
え
と
同
意

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
。

　
　
　

川
辺
川
土
地
改
良
事
業
は
川
辺
川

ダ
ム
反
対
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た

感
が
す
る
が
、
今
回
の
変
更
案
で
三
分
の

二
以
上
の
同
意
を
得
て
、
国
営
事
業
を
完

結
し
た
い
。
ま
た
、
三
分
の
二
以
上
の
同

意
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
想
定

し
て
い
な
い
。
取
れ
る
ま
で
や
る
と
い
う

こ
と
で
受
益
農
家
の
方
々
の
ご
理
解
を
得

た
い
。

　
　
　

受
益
農
家
に
対
し
て
親
切
丁
寧
な

説
明
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
受
益
農
家

の
更
な
る
負
担
軽
減
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
。

村道神園平山線（丸岡農道より）

万
江
川
流
域
に
お
け
る

農
業
用
水
は

災
害
発
生
箇
所
の
工
事
は

総
合
公
園
計
画
・
構
想
は
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弁

答
弁

答
弁
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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弁
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弁
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弁
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弁
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弁

答
弁

答
弁

提
案

立道　徹 議員
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一般質問
　
　
　

環
境
に
や
さ
し
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
自
治
体
の
新
電
力

事
業
参
画
に
つ
い
て
。

　
　
　

山
江
村
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を

策
定
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
や
省
電
力
化
へ
取
り
組
ん
で
い
る
。
家

庭
用
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
に
対
す
る
助

成
や
外
灯
等
L
E
D
化
し
て
い
る
。
ま
た

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
委
員
会
に
於
い
て

具
体
的
な
事
業
実
施
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
。

　
　
　

村
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
電
力
量
は
現
在
年
間
に
ど
の
位

可
能
か
。
ま
た
今
後
の
電
力
量
に
つ
い

て
。

　
　
　

村
が
助
成
し
た
住
宅
用
太
陽
光
発

電
に
係
る
分
や
、
村
内
の
民
間
企
業
の
独

自
の
設
置
や
村
有
施
設
へ
設
置
し
た
施
設

の
分
等
合
計
し
て
、
４
４
４
・
６
k
w
h

の
最
大
出
力
で
あ
る
。
現
在
で
は
38
万

5
3
7
k
w
h
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
山
江
村
で
発
電
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
平
均
的
な
家
庭
の
69
戸
分

の
電
力
が
賄
え
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
構

築
の
考
え
に
つ
い
て
。

　
　
　

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
始
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
球
規
模
で
の

異
常
気
象
か
ら
低
炭
素
社
会
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
大
き
な
目
的
の
一
つ

と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
至

っ
た
訳
で
あ
る
。
産
業
化
の
可
能
性
を
含

め
た
と
こ
ろ
で
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
　
　

総
合
公
園
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
実
施
の
回
収
率
に
つ
い
て
。

　
　
　

調
査
票
は
全
家
庭
と
小
中
学
校
、

保
育
園
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
使
っ
て
実

施
し
た
。
回
答
数
は
５
４
８
部
で
37
％
で

あ
る
。
一
般
の
調
査
で
は
高
い
回
答
率
だ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

か
ら
今
後
の
計
画
策
定
の
参
考
に
し
た

い
。

　
　
　

山
江
村
の
世
帯
数
の
37
％
の
回
収

率
と
の
こ
と
で
あ
る
が
再
ア
ン
ケ
ー
ト
の

考
え
は
。

　
　
　

公
園
に
つ
い
て
規
模
や
場
所
な
ど

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
は
村
民
が
ど
の
よ
う
な
公
園
を
望

ま
れ
て
い
る
か
を
目
的
に
実
施
し
た
。
住

民
が
望
む
公
園
の
整
備
を
前
提
と
し
て
計

画
し
て
い
き
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
回

１
回
で
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

村
内
小
学
校
の
遊
具
の
種
類
、
設

置
年
月
、
管
理
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　

山
田
小
に
鋼
鉄
棒
、
う
ん
て
い
、

吊
り
輪
等
13
種
類
の
16
基
、
万
江
小
は

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
四
連
ブ
ラ
ン
コ
等
、

９
種
類
の
９
基
、
山
田
小
の
10
種
類
は

S
51
年
３
月
に
設
置
、
万
江
小
の
８
種
類

は
S
63
年
８
月
に
設
置
し
て
い
る
。
管
理

は
学
校
で
の
安
全
点
検
を
毎
月
１
回
、
専

門
業
者
に
よ
る
定
期
点
検
を
年
１
回
実
施

し
て
い
る
。

　
　
　

老
朽
化
し
た
遊
具
の
対
策
と
安
全

シ
ー
ル
等
に
つ
い
て
。

　
　
　

学
校
管
理
者
の
意
見
を
参
考
に
、

整
備
の
為
の
予
算
化
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
が
遊
具
を
安
全
に
使
用
出
来
る
よ
う
改

善
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
シ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
安
全
性
を
考
慮
し
、
学
校
と
も
協

議
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　

遊
具
を
使
う
場
合
の
、
決
ま
り
な

ど
に
つ
い
て
学
習
会
等
の
現
状
は
。

　
　
　

両
校
と
も
朝
の
会
や
体
育
の
授
業

の
中
で
指
導
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で

は
学
校
と
連
携
を
図
り
、
安
全
確
保
と
事

故
防
止
に
努
め
て
行
き
た
い
。

自
治
体
主
導
に
お
け
る

新
電
力
に
つ
い
て

総
合
公
園
建
設
計
画

策
定
事
業
に
つ
い
て

遊
具
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

西　孝恒 議員

運動場に設置してある遊具（万江小）

お知らせ

次回の議会定例会は

　　　　 開催です。１２月



　

だんだんなぁ

　９月議会定例会会期中の９月９日に、平成２８年度公共工事等（９月までの事業）の現場8カ所の
完成・進捗状況調査を行った。また、今後改修が必要と思われる施設等の確認調査も併せて行った。
　また、最終日の１６日には、恒例の高速道路法面（村章マーク）周辺の草刈り作業を行った。

公営住宅建設に伴う造成工事（西川内地区） 川辺川造成団地内の水利調査（山神） 草刈り作業（高速下り線）

　

稲
の
刈
り
取
り
も
終
わ
り
本
年
も
残

り
少
な
い
時
節
と
な
り
ま
し
た
。10
月

初
め
頃
ま
で
は
、
雨
が
多
く
温
暖
化
で

米
作
は
や
や
増
。し
か
し
野
菜
果
樹
等

は
、
病
気
や
害
虫
が
多
く
生
育
期
に
う

ま
く
成
長
せ
ず
現
在
高
価
が
続
い
て
い

る
様
子
で
す
。

　

今
年
は
４
月
の
熊
本
地
震
大
災
害
が

あ
り
全
国
各
地
か
ら
の
寄
付
金
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
復
興
支
援
に
感

謝
す
る
思
い
で
す
。人
吉
球
磨
地
区
は
、

少
々
の
被
害
は
あ
っ
た
も
の
の
、
風
評

被
害
で
多
く
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ
た

と
聞
き
ま
し
た
。経
済
の
発
展
と
早
々

の
復
興
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　

国
会
で
は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
承
認
案
の
採
決
、
議
論
が
行

わ
れ
て
与
野
党
の
攻
防
が
激
化
し
て
い

ま
す
。山
江
村
の
農
業
、林
業
、商
業
、工
業

な
ど
に
お
い
て
も
経
済
が
大
き
く
変
化
し

影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。し
っ
か
り

と
踏
ま
え
対
応
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。平
和
活
動
法
案
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
競
技
場
の
多
額

の
予
算
案
な
ど
問
題
が
山
積
す
る
な

か
、税
金
の
使
い
道
、運
営
も
考
え
て
国

民
が
理
解
し
、
納
得
出
来
る
方
向
に
な

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

残
り
２
ヵ
月
あ
ま
り
、
来
年
に
向

け
て
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
が

見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。委
員
一
丸
と
な
っ
て
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
広
報
誌
を
発
刊
し
て
い

き
ま
す
。村
民
の
皆
様
の
ご
感
想
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
に
思
い

ま
す
。

（
文
責　

森
田　

俊
介
）

【議会広報編集委員】    委員長／立道　  徹　　副委員長／森田　俊介　　委　員／西　  孝恒・赤坂　  修
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現地調査！公共工事の進捗は！

国会議員へ山江村主軸事業を要望
及び先進地行政視察

　山江村議会は、８月２９日～３１日
までの３日間、平成２９年度山江村
主軸事業の要望活動と、図書館活動
や子育て支援、移住定住等の行政視
察を行った。２９日には、県選出等
の国会議員（４名）会館を訪問し主
軸事業の要望書を手渡した。３０日、
３１日は日本一小さな村として有名
な富山県舟橋村の先進的な子育て支
援、移住定住事業や、富山市、射水
市等の木材を活用した施設やまちづ
くりの視察を行い、今後の村の施策
に生かして行きたい。

主軸事業要望書を金子代議士他
へ提出

栗のブランド化要望（経産省：和栗課長へ）

ふんだんに木材を利用：富山市図書館

舟橋村の概要を話される明和議長




